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1．はじめに 
近年、コロナの影響によって屋外に出る頻度が減少している.これにより感染者数は減少して

いるが同時に人々の運動量も減少している.その改善のために VR空間という新たな場所での運
動が効果的なのか研究するのが本研究のテーマである. 
というのも同じ景色で運動していても刺激が少なく運動を続けるモチベーションが低下してしま

うのではないかと私は考えた.しかし現実空間ではいつもと同じ場所でも,視覚的には別の場所と
認識しているならモチベーションの改善につながる可能性があるのではないかと私は考える.また 
VR空間での筋活動と現実空間での筋活動にどのような違いがあるのか研究することも本研究の
目的の一つである. 
人間にはクロスモーダル（感覚間相互作用）というものがある.例えば,チョコを食べているとき

に高い音を聞くと甘く感じ,低い音を聞くと苦く感じるというような味覚と聴覚の感覚相互作用という
ようなものである.それにより視覚による認識と重量感覚の差を生み出すことで筋活動にどのよう
な影響があるのかを対象として研究する. これらの要素を搭載したシステムの開発及び実装を目
指すのがこの研究の目標である． 
 
2．提案システム 
　　 
 
3．検証 

 
4．おわりに 
本研究では，VR空間という新たな場所での運動が効果的なのか研究することを目的とし，仮

想空間内で様々な視覚に刺激を与え，筋肉の活動に影響を与えることを目的としたシステムを提

案した． 
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